
2022年度 

【定 員】100名（先着順受付）　要事前申込、自由席 

【主催】 小金井 宮地楽器ホール 友の会事務局

※こがねいメンバーズ会員限定イベントへの参加は、イベント当日に「こがねいメンバーズ」の有効会員であることが必要です。
※公演内容は変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。　※未就学のお子様の入場はご遠慮ください。
※発熱、体調不良などの自覚症状がある場合、ご来館はお控えください。
※感染予防および感染拡大防止のため、マスクの着用や手指消毒などにご協力をお願いいたします。

TEL 042-380-8099 https://koganei-civic-center.jp

10:00～19:00　休館日（第２,3火曜日）除く

10:00～19:00
休館日（第２,3火曜日）除く

●チケットデスク専用電話 ●インターネット●当館２階事務室

※今後の状況により、定員を変更する場合がございます。

※受付初日は、インターネット、電話受付のみ。【お申込み・お問合せ】小金井 宮地楽器ホールチケットデスク

（フォルテピアノ、お話）小川加恵

会員本人のみ

参加可

無料

14:00 開演（火）10/25

（金）20232/10

この機会に
ぜひご入会
ください

無料

友の会「こがねいメンバーズ」

会員限定イベント

（　　　 　　）（  　　 　　）『電車の窓』『高瀬舟』より

没後100年 森鷗外の世界
朗読×解説で愉しむ！

受付開始：8/21（日）

  朗読作品

協力：文京区立 森鷗外記念館

解説
森鷗外記念会常任理事

長谷川葉月 倉本幸弘
朗読

武蔵野朗読会主宰

今年、生誕160年、そして没後100年を迎えた森鷗外。

軍医として、官僚として生きた彼は、作家としても、多くの作品を

残しています。その中から、江戸時代、京都の高瀬川を罪人を

乗せて下っていく一艘の小舟を舞台にした『高瀬舟』、そして、

明治の東京を走る電車を題材にした『電車の窓』、この二つの作

品を朗読し、解説します。

受付開始：12/18（日）14:00 開演

名曲レクチャーコンサート
ショパンが生きていた時代の楽器で聴く

1835年製のフォルテピアノ「アントン・シュヴァルトリンク」が、小金井にやって

くる！ 開館10周年記念事業「ピアノ･フェスティバル」に先立ち、ピアノの歴史に

触れてみませんか？

ショパン：ノクターン 変ロ短調

　　　　 ノクターン 嬰ハ短調（遺作）

　　　　 ノクターン ハ短調

シューベルト : 即興曲 変ト長調

ベートーヴェン：ピアノソナタ ハ短調「悲愴」

　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

予定曲目

「北川 翔
  バラライカ・コンサート」

主催公演　ホールの響きシリーズ

知って楽しむ世界の音楽

バラライカ
～ロシアの民族楽器
　とその魅力～

大好評にて

終了いたしました

　　　　  （7/15）

9/23（金・祝）



������

友の会 「こがねいメンバーズ」会員募集中！（年会費 2,000 円）

特典 1 ： チケットの先行予約

特典 2 ： チケットの優待価格販売
特典 3 ： 会員限定イベント

特典 6 ： 広報紙や公演チラシ等の郵送

特典 4 ： チケット送料無料

特典 5 ： 提携店での各種優待

特典 7 ： ドリンク割引券プレゼント

コンビニ引取手数料無料

特典 8 ： 施設利用の優待企画

入館無料
特典 9 ： 小金井市立 「はけの森美術館」

●入会は①インターネット②窓口③郵送にて随時承っています。

東京藝術大学古楽科修士課程フォルテピアノ専攻修了。オランダ、デン・ハーグ王立
音楽院修士課程フォルテピアノ科修了。国内外でソリスト、アンサンブル奏者として
活躍。ヨーロッパの主要な古楽音楽祭に招聘されている。第１６回ファン･ワセナー
ル国際古楽コンクール（オランダ）第１位受賞。日本国内におけるオリジナル楽器に
よる室内楽の普及に努め、これまでに日本各地の主要コンサートホールによる主催公
演に多数出演。メディアへの出演も多数。

東京都生まれ。俳優（久世七曜会所属／NPO現代座所属）、朗読家（武蔵野朗読会代表、
NPO日本朗読文化協会会員）。短大卒業後、劇団所属を経てフリーに。主な出演、
NPO現代座『武蔵野の歌が聞こえる』、テレビ朝日『遺留捜査　シーズン２』、映画『信
長協奏曲』『必死剣鳥刺し』など。2001年から舞台朗読を中心としてさまざまな声の
活動に携わり、19年間老人ホームで昔話の朗読と紙芝居を行ったほか、内閣府『令和
２年版 障害者白書』の音読担当。現在、日野と小金井で朗読の講師としても活躍中。

森鷗外記念会常任理事、
事務局長。
文京区森鷗外
没後100年記念事業
実行委員会委員長。

　◆文京区立森鷗外記念館について◆
明治の文豪森鷗外が誕生して150年目の2012年、「文京区立本郷図書
館鷗外記念室」を改築して開館した。記念館が建つその場所は、鷗外
の旧居「観潮楼」の跡地で、鷗外は1892（明治25）年から、亡くなる
1922（大正11）年までここで過ごした。小説家、戯曲家、評論家、翻訳家、
陸軍軍医と、いくつもの顔をもつ鷗外の活躍や文化人との交流につい
て知ることができる記念館である。

ロシア民謡研究家であった北川剛を祖父に、バラライカ奏者であった北川つとむを父に
持ち、幼少よりロシアの音楽に親しむ。2004年にロシア国立ラフマニノフ記念ロストフ音
楽院に特別奨学生として入学。2008年には国際ロシア民族楽器コンクール＜ベロゴーリ
エ杯＞にて日本人初となるバラライカ部門優勝を成し遂げる。これまでに日本で4回、ロ
シアで3回のソロリサイタルを開催し、CDを4枚リリース。その豊かな音楽性とテクニック
は、本場でも高い評価を得、日本はもちろん、世界から注目されるバラライカ奏者である。

倉本幸弘（森鷗外記念会常任理事）

小川加恵（フォルテピアノ）

長谷川葉月（俳優／朗読家）

北川 翔（バラライカ）


